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AG 日曜学校教案参照箇所 

 幼 1 巻 2 題 13 課、小上 3 巻 1 題 9 課 

 

メモ(情報・例話など） 

☆主がパウロを用いられたように、私たち（子どもたち）を用いられます！ 

 

❑導入 

イエス様のことを伝えるのに、「恥ずかしいなぁ」と思ったり、勇気がでなかったりするかもしれません。恐

れていない人に、「恐れるな」とは言いませんね。恐れているから「恐れるな」と言われます。じつは…、あ

の大伝道者パウロが「恐れるな！」って神様から言われたのです。パウロもイエス様のことを伝えるのに、

恐れる時があったようですね。 

 

❑ポイント１ パウロは、コリントで宣教の助け手が与えられました（１－５） 

パウロは第 2 回目の伝道旅行でギリシヤのコリントという街にやってきました。するとイタリアからやって

きたアクラとプリスキラというクリスチャンの夫婦がいました。この夫婦はパウロと同じ天幕作りをしていた

ので、パウロは彼らの家に住んで一緒に仕事をしました。神さまはパウロのために住む家も助け手も備え

て下さっていました。平日は仕事をし、安息日にはイエス様のことを宣べ伝えていました。すると今度は、

来るように言っていたシラスとテモテ（17:15）がコリントの街にやってきました。そこでパウロは、イエスさま

のことを宣べ伝えることに専念することができるようになり、イエスさまがキリストであることを多くの人々に

はっきりと宣言していきました。 

 

☆イエスさまのことを宣べ伝える時、神さまは助け手を与えられます。牧師や宣教師が皆さんの街で宣教

が開始された時、アクラとプリスキラのような夫婦、シラスやテモテのような助け手がきっと与えられてい

たと思います。教会の歴史を牧師などに尋ねて、子どもたちに最初の様子をお話しすると良いでしょう。 

 

❑ポイント２ パウロの宣教に反対する人もいましたが、多くのコリント人がイエスさまを信じました（６－８） 

パウロはユダヤ人にイエスさまがキリストであることを宣言しましたが、ユダヤ人はパウロに反抗して暴

言をはきました。そこでパウロは異邦人に伝道を始めました。するとクリスポという人とその家族のみんな

がイエスさまを信じました！そしてたくさんのコリント人がイエスさまのことを信じ、次々と洗礼を受けたので

す。 

 

☆イエスさまのことを語ると、反対する人、悪く言う人が出てくるかもしれません。それはイエスさまの時代

からそうでした。だから私たちは反対する人がいても驚く必要はありません。反対する人がいても、イエ

スさまのことを信じる人々も神さまは備えて下さっています！ 

 

 

 



 

❑ポイント３ パウロは、主に励まされながら神のことばを語り続けました（９－１１） 

ある夜、主は幻の中でパウロを励ましたのです。偉大な伝道者パウロも、多くの人々の反対、暴言など

に恐れを感じていたのでしょう。主はパウロに「恐れないで語り続けなさい。この町にはわたしの民がたくさ

んいる」と言われました。主に励まされたパウロは、１年半腰を据えて神のことばを語り続けました。やがて

パウロは「コリント人への手紙」を記しているように、パウロが主に励まされて神のことばを語り続けたの

で、汚れた街と言われたコリントの街にキリストの教会が誕生していくことになります。 

 

✎パウロは伝道旅行の際に多くの苦しみの中を通りました（II コリント１１:２１－３３）。「眠られぬ夜」を過ご

したこともあったようです。コリントにおいてもそういう夜を過ごしている時に、幻の中で主の励ましが与え

られたのかもしれません。 

 

☆ある牧師は「聖書の中に『恐れるな』という言葉が３６５回あります。つまり私たちは毎日毎日、主の励ま

しの言葉を聞きながら生きていく必要があるのです」と言っていました。批判や否定の言葉が耳に入って

くるかもしれませんが、私たちが心に留めておく言葉は主の励ましの言葉なのでしょう。 

 

☆神さまは、コリントの人たちがまだイエスさまのことを信じていないのに、「わたしの民」と呼んでいます。

私たちの住んでいる街にも、神の民が大勢います。クラスの中で１人だけのクリスチャンという子どもい

るでしょう。主がパウロを励ましたように、主と同じ心で子どもたちを励ましてあげましょう。 

 

❑結論 恐れないで、主に励まされてイエス様のことを語り続けましょう。  暗唱聖句を読み上げます 

 

❑適用 （聞き手に最もふさわしい適用が与えられるように祈りましょう） 

恐れないで語り続けるために、 

 

１）パウロにも助け手が与えられたように、お互いに名前をあげて、家族や友達がイエス様を信じるように

一緒に教会に誘ったり祈りましょう。 

 

２）もしかするとイエス様のことを「信じない」って反対する人がいるかもしれませんが、信じる人も必ずいる

ことを私たちがまず信じましょう。 

 

３）今住んでいる町や市には、神様の民が大勢います。どのように伝道したら良いかみんなで考えてみよ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


